














































































































































































































































































































































































労 ･農村労連 ･全生連 ･日患同盟 ･全商連 ･新婦人 ･民
医連 ･保険医団体連合会 ･日本生活協同組合連合会の九
団体が,各組織に共同通達をだすまでに発展し,老人の















































































































































































































































































るo (注 週刊社会保障 vol.29Nn843O大河内一男 『福
祉国家』とライフサイクル)
こうした状況のもとで,老人諸階層の統一,労働運動
の連帯と共に,特に婦人保障と老令保障との理論的統一
と運動の統一は,ライフサイクル計画における家族 ･地
域について論理の括抗を,如実に示すことになると思わ
れる｡
因みに,都老協の本年度の目標は,
(1) 高令者の要求をその家族とも共有し民主的な家庭
づくりを
(2) 老人ホーム利用者自身の組織による自主的自立的
な生活改善,ホーム改革
(3) 官制の老人クラブと要求運動を統一し,共同行動
を通じて民主的な老人クラブを
(4) 政治的 ･経済的要求に加えて,高令者の文化的要
求にたいする問題
におかれている｡
｢高校教育 を受ける権利｣の保障と地方 自治権
- 東京都の例を中心にして- (青木宏治)
はじめに
中学三年生の会話のなかで ｢お前 (あなた)は進学す
るのか｣という問が言われなくなって久しい｡東京など
都市的な生活様式の進んでいる地域では, ｢どこの高校
にするの｣と競争心とさい疑心を抱いて進学校を問うよ
うに変化し,さらに,学校格差がはっきりしているため
進学校の名を聞くことをはばかる雰囲気があるという｡
これは,高綾への進学率が高くなったこと (全国平均で
1974年4月で90.8%)の反映であろうし,中学生が ｢能
力｣差別に1よって人間的な成長 ･発達のつまづきを与え
られていることを示しているという,二面のことを含意
していると思われる｡そして,また,近い未来の社会を
